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１．はじめに 

 甲州街道周辺を走行する際に渋滞が発生してい

ることが多く、通過に時間がかかる。中でも、明

神町交差点や、追分町交差点の渋滞が目立ってい

る。渋滞を改善させるためには、道路の再編など

が必要になる。しかし、道路の再編をすることは

容易ではなく、時間もかかると予想される。そこ

で、道路の再編が容易にできるようなシミュレー

ションを作成しようと考えた。 

 

２．利用するソフトウェア・サービス 

 ２.１．OSM(OpenStreetMap) 

 OpenStreetMap(以下 OSM)はインターネット

上で自由に地図を利用でき、地図を編集する

こともできるサービスである。GPS 機能を持

った携帯端末や空中写真などから地図が作成

されている。OSM 上に掲載された画像とベク

トルデータセットはオープンデータベースラ

イセンス(ODbL)のもと、自由に利用すること

ができる。登録ユーザーであれば、GPS ログ

ファイルやベクトルデータを編集・修正する

ことが可能である。 

 ２.２．SUMO(Simulation of Urban Mobility) 

 Simulation of Urban Mobility（以下

SUMO）はオープンソースの微視的交通シミュ

レーターである。ドイツの航空宇宙センター

で開発され 2001 年から無料で利用できるよ

うになった。道路車両、公共交通機関、歩行

者を含む交通システムのモデリングを行うこ

とができる。道路上には信号機の設置や速度

制限を設けることができ、一定の法規に則っ

た交通流を再現できる。 

 

３．実験内容 

３.１．環境構築 

OSM より、甲州街道周辺(大和田橋北詰交差

点-追分町交差点間)のデータをダウンロード

する。SUMO1.2.0 をホームページよりダウンロ

ードし、導入する。その後、OSM よりダウンロ

ードした.osm ファイルを SUMO に付属されて

いるツール、NETCONVERT に取り込み、甲州街

道周辺のネットワークファイルを生成する。

生成後、SUMO に付属している、NETEDIT を利

用し、実際の道路状況（車線状況、右左折の可

能不可能など）の再現を行う。以下の図は明神

町交差点・追分町交差点をそれぞれ、NETEDIT

上で再現したものである。（図１）（図２） 

 

図１：NETEDITで編集済みの明神町交差点 



 

図２：NETEDITで編集済みの追分町交差点 

 

以下の図は NETEDIT 上で再現した、大和田

橋南詰交差点から追分町交差点にかけての図

である。（図３） 

 

図３：NETEDITで編集済みの 

大和田橋南詰交差点から追分町交差点間 

 

道路状況の再現が完了した後に、信号機の

表示順序・タイミングを NETEDITで定義する。

定義後、各車両の経路を設定する flowファイ

ルを作成する。flow ファイルを SUMO に付属

している、DUAROUTERツール（ルート作成ツー

ル）に読み込み、各車両が通行するルートを

定めたファイルを作成する。最後に、先ほど

作成した、ルートファイルと NETEDIT で編集

済みのネットワークファイルをシミュレーシ

ョンコンフィグファイルに書き込み、SUMO を

起動する。 

３.２．実験方法 

本実験では大和田橋南詰交差点から追分町

交差点に至るルートを作成し、交通状況を再

現する。SUMO を実行し、最速到達時間・大き

い交差点(4 方向以上の交差点)の各々の最大

信号待ち車両数を計測する実験を行う。 

flowファイルにルートごと(北大通り経由・

甲州街道経由)出発点・到着点・各ルートの走

行台数を記入し、SUMO を実行する。 

４．実験結果 

 以下は大和田橋南詰交差点から追分町交差点に

到達するのにかかった時間（最短）、大和田橋南詰

交差点・追分町交差点にて発生した最大信号待ち

車両数を記載した表である。（表１） 

 

表１：実験結果 

最速到達時間 

(大和田橋南詰交差点

→追分町交差点) 

347ステップ 

最大信号待ち車両数 

(大和田橋南詰交差点) 

1台 

最大信号待ち車両数 

(明神町交差点) 

6 台 

最大信号待ち車両数 

(追分町交差点) 

7 台 

 

５．考察 

 実験結果より、最大信号待ち車両数が著しく少

ないことがわかる。これは、信号のパターンや、

車両の走行台数が実際の交通と剥離しているため

と考えられる。今後は、信号のパターン・タイミ

ングの設定・走行車両数の調整を行い、実際の交

通に近づけていく予定である。 
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